
  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

２０２２年度 

（通算 NO３２） 

般社団法人 

〇 奨励展案内 
 
 

裏面 〇＜特集＞ 巡回展報告 
 
 
第３回となる奨励展が開催されます。 

本展と同じようにいろいろと準備が必要ですが、コロナが非常に厳

しくなってきている状況ですので、担当する係も大変です。 

暑い日が続いていますので、熱中症対策やコロナ感染には特に注

意が必要です。 

また各地で大雨など荒れた天気が続いています。 

みなさん体調を崩さないようご自愛ください。 
 

一般社団法人 

２０２２・８・２０ 

般社団法人 

. 

事務所 ☏ 03-3824-9128 

般社団法人 

 

 

 

春
４
月
、
国
立
新
美

術
館
で
の
示
現
会
展
が

終
了
し
、
引
き
続
き
、
巡

回
展
が
全
国
各
地
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
示
現
会
奨
励
展
」
は

夏
季
に
お
け
る
示
現
会

展
覧
会
と
し
て
企
画
、

開
催
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
今
年
で
第
３
回
目

に
な
り
ま
す
。 

示
現
会
と
い
う
絵
画

団
体
の
活
動
、
そ
し
て

所
属
す
る
作
家
を
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
、
又
発
表
を
通
し

て
作
家
自
身
の
研
鑽
を

深
め
て
い
く
事
を
目
的

と
す
る
も
の
で
す
。
作
品

は
２
０
号
か
ら
３
０
号

の
展
示
と
な
り
ま
す
。

魅
力
あ
る
作
品
が
８
３

点
並
び
ま
す
。 

 
秋山 範子 
秋吉ヤス子 
石井 則子 
石川 孝司 
板原 敏子 
岩田 邦男 
岡﨑 正枝 
小笠原 孝 
加古 博美 
笠原 寛 
加藤 新市 
鎌田 雅臣 
日下部俊之 
小材 啓子 
小林 年子 
酒井 昭輝 
角  忍 
 

 
田中 慧 
田中 美彦 
寺岡 義博 
西野 博樹 
波多野雅子 
藤川 紀子 
藤田 充孝 
藤間 稔久 
星子喜代美 
三田 陽生 
村上 富子 
森木 明 
柳瀬 拡 
山下 千鶴 
吉塚 春生 
湯淺 廸哉 
吉田 真 
我妻 宏也 

 
 
成田 禎介 
鈴木 實 
井上 武 
中川 澄子 
佐藤 祐治 
錦織 重治 
武  敏夫 
大渕 繁樹 
石橋 俊博 
土田 恒夫 
渡邉 良一 
徳田 則子 
小材 啓治 
三杉 和子 

 
 
原田 一裕 
川嵜 猛 
松本 隆 
内藤 利博 
内木 健二 
小島 兼一 
荒井まき子 
土井 敏弘 
高見 雅博 
中本 森八 
瀧井 利子 
江口 登 

 
安藤 義雄 
石田 幸嗣 
井上 明子 
梅沢 民雄 
大岩 充子 
太田 陽子 
河村 豊子 
北島 裕子 
栗又 功雄 
清水 勝二 
田原 充子 
遠山 厚史 
永江咲紀子 
中西 敦 
菱田 直美 

 
星野 雅子 
水上アイ子 
宮本 順子 
森田 徳美 
谷部 伸子 
山口 征男 
山村 早苗 

出品者 
＜支部長＞ ＜委員＞ ＜推薦者＞ ＜役員＞ 

期日 ８月３０日（火）～９月４日(日)  
ＡＭ１１：００～ＰＭ６：３０ 
最終日ＰＭ４：００終了＜入場無料＞ 

 

 
 

会場 銀座アートホール  
東京都中央区銀座 8 丁目 110 番地  
 

ご来場に際して
はコロナ感染の
状況をみて、無理
なさらないよう
にお願いします 
急な会期の変更
等がある場合も
ございますので
ご来場の場合は、
ホームページま
たは会館に最新
情報をご確認く
ださい 
 ☏03-3571-5170 

事務局だより NO9「巡回展報告」の兵庫支部の支部長名を

高見雅裕博と記載しましたが、正確には「高見雅博」です。 

同じく NO9 の裏面北九州展のところですが「北九州支部」

とありますが、北九州支部はありません。「北九州地区」にな

ります。 

お詫びし
て訂正い
たします 

奨
励
展
開
催
に
あ
た
っ
て 

 
 

理
事
長 

成
田
禎
介 

 

こ
の
三
年
間
、
い
ま
だ
に

コ
ロ
ナ
の
名
が
消
え
る
事
な

く
騒
が
し
く
続
く
中
、
第
三

回
夏
季
示
現
会
奨
励
展
の

開
催
を
迎
え
ま
す
。 

本
年
四
月
に
は
大
き
な

節
目
と
な
る
、
七
十
五
周
年

記
念
の
示
現
会
展
が
開
催

さ
れ
、
難
し
い
状
況
に
て
も

無
事
に
終
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
巡
回

展
が
各
支
部
に
於
い
て
、
十

一
月
ま
で
順
次
開
催
さ
れ

て
お
り
ま
す
。 

 

今
回
迎
え
る
夏
季
示
現
会

展
は
、
四
月
の
本
展
の
大
作

を
主
と
し
て
構
え
た
作
品

群
に
対
し
て
、
作
品
の
サ
イ

ズ
を
下
げ
る
事
で
、
よ
り
表

現
を
広
げ
て
試
み
の
出
来

る
場
と
し
て
、
一
味
違
っ
た

作
品
の
数
々
に
よ
る
、
も
う

一
つ
の
別
な
面
白
い
示
現
会

の
展
開
を
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

 会誌発行に向けて準備を進めています。 
原稿を依頼されている方は、出来るだけ
早い提出をお願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

写真の 

裏面 

和歌山展 
まだまだ心配の残るコロナ対策の基、示現会ファン

の方々を中心に例年通りの顔ぶれが観覧に来られ
『素晴らしい展覧会でとても良い気分でした』等の感
想を頂き素敵な和歌山巡回展になったと思います。 
 また絵はがき・画集の売上を「ウクライナ難民支援
金」として昨年に続き寄付を決め後援新聞社を通じて
寄託を行ないました。 
 最後に本部役員の方々、特に成田理事長には会場
設営、作品講評などお世話になりました。また、関係
各位の皆様に厚く御礼申し上げます。 

          和歌山支部長 土井敏弘 

山形展 
６月２９日から７月３日、山形巡回

展が開催されました。コロナウィルス
感染症の第７波に入る前でしたが、コ
ロナ禍のなか、効率的な作業の分
担、展示・撤去作業の人手不足への
対応、支部公募展への出品の呼びか
け等々、開催までに多くの課題があ
ったうえ、巡回展と並行して開催して

いた小品展ができなくなる事態も発
生し、支部役員には何度も集まって
もらい対応策を検討しました。幸いに
も懸念していた公募展には多数の応
募があり、無事開幕を迎えました。ま
た、開会初日に佐藤祐治先生に行っ
て頂いたギャラリートークには多数の
参加者がありましたし、わざわざ岩手
県から見に来たという方や、説明を
求める方も多く、鑑賞者は昨年以上
の８５０余名を数えました。 
（飾付けをお手伝いいただいた宮城
県の我妻さん、ありがとうございまし

た。）山形支部幹事長 寺岡 義博 

徳島展 
75周年記念巡回徳島展は、本年も不安を

抱えながら６月 17 日(金)から 21 日(火)ま
で開催。 本部より井上先生に來徳いただ
き、展示指導また展示後支部会員一人一人
の作品ついて丁寧な指導をいただき研究会
を兼ねた準備日となりました。 展覧会は終
日コロナ感染症を意識し注意を払う開催とな
りましたが、今回は地元テレビ局のニュース
で示現会についても放送され大きな開催周
知につながりました。また同じく 地元新聞、

中央紙の地方版展覧会案内等イベント開催
予告欄などへのパブリシティ記事の投げ込み
や、今回、示現会賞受賞の霜田精奏氏への
取材記事が開催予告の記事となり功を奏し
ました。 またこの時期珍しく雨のない天候に
恵まれ、連日入場者の途切れない展覧会 と
なり、期間中１３００名を 
超える入場者がありまし 
た。併設の公募、支部との 
交流展においては、開催の 
初日に出品の皆さんにお集 
まりいただき、本部井上先 
生から一人一人出品作品に 
ついて講評があり、新人発 
掘につながる和やかな交 

流展となりました。 
徳島支部長 中本森八 

テ レ ビ
で の 紹
介もあり
ました。 

 

新聞などを見ると、巡回展は
地域の芸術振興の一端を担う
活動として高い評価を受けて
います。うれしいですね。 

皆さんからのお便りを
待っています 
・メール先  

佐藤祐治宛  

1941sato@gmail.com   
 

ウクライナ難民支援の案内を掲示、
多くの方にご協力いただきました。 


